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「心をひらいて要求を出し合う関係」とは・・・ 

 

新学期、新学年が始まり、一ヶ月がたちました。 

善隣幼稚園でも、子どもたちは少しずつ園生活に慣れてきたように思います。 「先生、これをやって。

これをしたい。」と子どもたちからの「要求」が聞かれるようになりました。 

子どもの要求は、心をひらいているからできることです。素直に自分のできないことややってほしいこと

（＝要求）を表現しながら、その場を乗り越え、新しい環境に慣れていくのです。 

子どもに比べると大人は周りに心をひらくまでに時間がかかってしまう分、要求を素直に出しにくく、新し

い環境に慣れるまでに時間がかかるのかもしれません。 

大人は、たとえ困っていることや苦労していることがあっても、自分がもう少し我慢すれば大丈夫、時間

をかければできる、と一人で抱え込み、自分の困っていることや助けてほしいことを周りに表現すること

なくがんばりすぎることも多いのではないでしょうか。 

また、自分から周りの人に心をひらいて要求することは、自分をさらけだす不安や相手への迷惑を考え

ると勇気がいることです。ですが勇気をもって助けを求めると、自分は助けてもらえる喜びを感じる一方

で、助けを求められた相手にとっても誰かの役に立てる、自分が必要とされているという喜びを感じられ

る、実は WIN-WIN な関係かもしれません。 

 

子育てを一人ですることは難しいです。 

一緒に子育てをするという共同体としての仲間がいると、より豊かな子育てができます。 

お互いに心を開いて要求のサインを出し合い、受け止めあいながら、大人もリラックスできる居心地の

いい関係性を築いていくことが豊かな子育て環境になっていくと思います。 

そのためにも、日頃からお互いに自分ができることを発信していると、「この人にはこれを頼めるかも」と

いう要求をお互いに表現しやすいですね。  


